
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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龍谷大学生協

春合宿
取り組み概要

日時：2/24〜2/25
場所：滋賀県 白浜荘
参加者数や組合員の反応：合計31人参加

POINT.1

最初の活動一斉報告会では、互いのキャンパスで行った企画を紹介し
合いました。そこで、各々が感じたこと、思ったことについて話し合
いました。自キャンパスの反省も含め、良かった点、改善できる点な
どお互いに伝え合い、良い刺激になっていました。また、反省するだ
けでなく、組合員にとってより良い企画にするためにはどのようにす
れば改善できるかまで考えられており、非常に高いレベルの学習会で
した。

活動一斉報告会

POINT.

22日目の新しく企画を考える時間では、1日目の学びを活かしつつ、
実際に行動に移すための企画立案を行いました。実際に考えられた
企画は、食堂の混雑緩和を目的とした企画、新入生向けの新たな交
流会だけでなく、共済や総代会の認知度拡大を目標とした在校生も
ターゲットにした交流会などがありました。
それぞれがやりたいこと、解消したい悩み事がありましたが、組合
員や新入生を主語にして考えられていた点が素晴らしかったです。

みんなでつくる企画

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 髙田 康平 ] 

Takata.Kouhei@univ.coop

POINT.

3

今回の合宿全体を通して、最初から最後までコンテンツごとの目標を
提示し、提起、グループワークという流れで行っていたため、参加者
にとっても何のためのグループワークか明確である点がいい点だと思
いました。
また、意見交流をする時間を長くとることで、学年、キャンパス関係
なく班内の交流を深めつつ、個人の意見も洗練させていた点も素晴ら
しかったです。

全体を通して
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背景や概要：これまでの活動を振り返りつつ、
次年度以降により良い企画にするために、キャ
ンパス合同で勉強会を行った。
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